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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第146期

第３四半期連結
累計期間

第147期
第３四半期連結
累計期間

第146期
第３四半期連結
会計期間

第147期
第３四半期連結
会計期間

第146期

会計期間

自  平成20年
    ４月１日
至  平成20年
    12月31日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成20年
    10月１日
至  平成20年
    12月31日

自  平成21年
    10月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成20年
    ４月１日
至  平成21年
    ３月31日

売上高 (千円) 33,838,18829,020,51511,203,66310,127,24443,222,529

経常利益 (千円) 707,794 722,720 155,179 352,507 929,706

四半期(当期)純利益 (千円) 285,743 354,704 70,175 126,763 556,569

純資産額 (千円) ― ― 10,809,56411,119,01710,514,097

総資産額 (千円) ― ― 48,644,43348,978,00747,321,010

１株当たり純資産額 (円) ― ― 254.76 262.13 247.84

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 6.74 8.36 1.65 2.99 13.12

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) （注）２．― （注）２．― （注）２．― （注）２．― （注）２．―

自己資本比率 (％) ― ― 22.2 22.7 22.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △296,1993,229,452 ― ― △3,787,300

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,170,571△138,224 ― ― △1,671,972

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 3,083,574△1,468,082 ― ― 5,416,910

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 3,789,2583,630,8281,998,086

従業員数 (名) ― ― 1,630 1,612 1,639

(注)１. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

    ２. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。 
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関連会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成21年12月31日現在

従業員数(名) 1,612（181）

(注) １．従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向

者を含む就業人数であります。

２．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載しており

ます。　　

　

(2) 提出会社の状況

　 平成21年12月31日現在

従業員数(名) 644（181）

(注) １．従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人数であります。

２．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

出版・情報関連事業 3,453,705 87.24

生活・工業用途関連事業 2,742,300 88.45

合計 6,196,005 87.77

(注) １．セグメント間取引については、相殺消去しております。
２．金額は、製造原価によっております。
３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 仕入実績

当第３四半期連結会計期間における仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

事業の種類別セグメントの名称 仕入高(千円) 前年同四半期比(％)

出版・情報関連事業 785,918 86.62

生活・工業用途関連事業 1,372,732 104.43

合計 2,158,650 97.15

(注) １．金額は、仕入価格によっております。
２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 受注実績

当第３四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

出版・情報関連事業 4,850,611 98.06 1,457,349 112.30

生活・工業用途関連事業 5,367,604 89.83 656,968 70.50

合計 10,218,215 93.56 2,114,317 94.83

(注) １．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(4) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

出版・情報関連事業 4,749,366 88.94

生活・工業用途関連事業 5,377,878 91.71

合計 10,127,244 90.39

(注) １．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．主な相手先別の販売実績は連結売上高の100分の10以上を占める相手先がいないため、記載を省略しておりま

す。

　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

当第３四半期連結会計期間の財政状態及び経営成績の分析は、以下のとおりであります。

なお、本項に記載した将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び

連結子会社）が判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日）におけるわが国経済は、経済政

策や在庫調整の進展などにより一部では景気が持ち直してきているものの、企業業績の低迷、設備投資の

抑制、失業率が高水準で推移するなど、依然として厳しい状況が続きました。

このような状況のもと、当社グループにおきましては、経費圧縮をはじめ引き続き収益改善に取り組ん

でまいりました。

その結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は10,127百万円（前年同四半期比9.6％減）、営業利益

は418百万円（前年同四半期比95.1％増）、経常利益は353百万円（前年同四半期比127.2％増）、四半期

純利益は127百万円（前年同四半期比80.6％増）となりました。

　

①　事業の種類別セグメントの業績を示すと次のとおりであります。

当社グループは、出版・情報関連事業（主としてブッククロス、文具紙工品、プリンターリボン、食品

包材等の製造販売）および生活・工業用途関連事業（主としてカーペット、壁装材、自動車用内装材、

フィルター、接着芯地および医療用パップ剤用フィルム加工等の製造販売）において事業を営んでお

ります。 

なお、セグメントの売上高には、セグメント間の内部売上高又は振替高が含まれております。

　

EDINET提出書類

ダイニック株式会社(E00996)

四半期報告書

 5/32



出版・情報関連事業

出版・文具紙製品関連部門では、ビニールペーパーやオレフィンフィルム等の文具用製品は微減

で推移したものの、書籍出版表紙材においては減収となりました。食品包材・蓋材においては、比較

的堅調に推移しました。

　情報関連部門では、主力のプリンターリボンや印刷用途フィルムも徐々に回復してきているものの

減収となりました。

　その結果、当セグメントの売上高は4,800百万円（前年同四半期比11.0％減）、営業利益は340百万

円（前年同四半期比58.4％増）となりました。

生活・工業用途関連事業

インテリア・住宅関連部門では、業界低迷により、壁装材、床材とも減収となりました。

　車両・工業用途関連部門では、家電向け機能性不織布が空気清浄機などの増産もあって、堅調に推

移しましたが、車両用不織布や重布などのレザー製品は減収となりました。

　ファンシー商品・その他部門では、食品鮮度保持材が引き続き好調で増収となりましたが、主力の

ファンシー商品は個人消費の低迷などにより減収となりました。

　その結果、当セグメントの売上高は5,499百万円（前年同四半期比8.3％減）、営業利益は342百万円

（前年同四半期比85.0％増）となりました。

　

②　所在地別のセグメントの業績を示すと次のとおりであります。

日本

日本は、新用途への拡販、新規のお客様の開拓に努めておりますが、長引く個人消費の低迷により

需要が減少し、売上高は9,053百万円（前年同四半期比6.4％減）となりました。原材料価格の引き下

げや固定費の圧縮等を行った結果、営業利益は616百万円（前年同四半期比65.7％増）となりまし

た。

　

その他の地域

その他の地域も、一部回復の兆しが見られるものの、日本と同様に在庫調整や需要の減少により、

売上高は1,997百万円（前年同四半期比20.5％減）となりました。原材料価格の引き下げや固定費の

圧縮等を行なった結果、営業利益は65百万円（前年同四半期は19百万円の営業損失）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して1,657百万円増加し、

48,978百万円となりました。これは主に流動資産の現金及び預金が1,616百万円、受取手形及び売掛

金が1,102百万円増加したことによるものであります。

　負債は、前連結会計年度末と比較して1,052百万円増加し、37,859百万円となりました。これは主に

貸借取引担保金が1,542百万円減少し、支払手形及び買掛金が1,802百万円、リース債務が427百万円

増加したことなどによるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末と比較して605百万円増加し、11,119百万円となりました。これは主に

利益剰余金が185百万円、その他有価証券評価差額金が383百万円増加したことなどによるものであ

ります。
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(3) キャッシュ・フローの分析

当第３四半期連結会計期間において、営業活動によるキャッシュ・フローの収入1,378百万円、投資活

動によるキャッシュ・フローの支出86百万円、財務活動によるキャッシュ・フローの支出1,097百万円と

なりました。現金及び現金同等物の残高は3,631百万円と前第３四半期連結会計期間に比べて158百万円

の減少（前年同四半期比4.2％減）となりました。

　当第３四半期連結会計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下の通りです。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローでは、前第３四半期連結会計期間の376百万円の支出に対し当第

３四半期連結会計期間は1,378百万円の収入となりました。これは、主に売上が減少したことにより売

上債権の増加による支出が減ったことや一部在庫調整が落ち着いたことによる仕入債務の増加による

収入が増えたこと等によるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、前第３四半期連結会計期間の555百万円の支出に対し当第３

四半期連結会計期間は86百万円と469百万円の支出の減少となりました。これは、主に有形固定資産の

取得による支出及び投資有価証券の取得による支出が減少したこと等によるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、前第３四半期連結会計期間の3,155百万円の収入に対し当第

３四半期連結会計期間は1,097百万円の支出となりました。これは主に貸借取引契約による支出が減少

し、短期借入金の純増減額が大幅な増加から減少に転じたことと、長期借入金の新規借入の減少等によ

るものです。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は68百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありま

せん。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 150,000,000

計 150,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 42,523,735同左
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は
1,000株で
　あります。

計 42,523,735同左 ― ―

  

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年12月31日 ― 42,523,735 ― 5,795,651 ― 944,696

　

(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、株式会社みずほフィナンシャルグループから平成21年９月25日付け

で提出された大量保有報告書により平成21年９月15日現在でそれぞれ以下の通り株式を所有している旨

の報告を受けておりますが、株主名簿の記載内容が確認できないため、当社として実質所有株式数の確認

ができません。

　なお、大量保有報告書の内容は以下の通りです。

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

みずほ信託銀行株式会社 東京都中央区八重洲１－２－１ 1,602 3.77

株式会社みずほコーポレート銀行 東京都千代田区丸の内１－３－３ 184 0.43
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができませんので、直前の基準日である平成21年９月30日の株主名簿により記載しており

ます。

① 【発行済株式】

平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式)       
　　　　　　普通株式　　

 118,000
― ―

（相互保有株式） 　   　
　

 普通株式 　　135,000
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　41,996,000 41,996 ―

単元未満株式 普通株式　 　274,735 ― ―

発行済株式総数 42,523,735 ― ―

総株主の議決権 ― 41,996 ―

　

② 【自己株式等】

平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式) 　 　 　 　 　

ダイニック株式会社
東京都港区芝大門
１－３－４

118,000 ― 118,000 0.3

(相互保有株式) 　 　 　 　 　

株式会社新生商会
大阪市中央区平野町
３－１－10

135,000 ― 135,000 0.3

計 ― 253,000 ― 253,000 0.6

(注)　株式会社新生商会は、当社の取引先会社で構成される持株会（ニックグループ持株会　東京都港区芝大門１－３－

４）に加入しており、同持株会名義で4,000株を所有しております。

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 154 145 185 177 194 176 160 155 142

最低(円) 110 115 134 150 157 133 128 122 126

(注)　株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

また、当第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び当第３四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)については、「財務諸表等の用語、様式及び作成方

法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日内閣府令第５号）附則第７条第１項第

１号ただし書き及び附則第７条第１項第４号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づ

いて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,027,428 2,411,786

受取手形及び売掛金 ※５
 13,632,406

※５
 12,530,486

商品及び製品 3,296,241 3,716,989

仕掛品 970,817 934,022

原材料及び貯蔵品 1,927,091 2,070,042

繰延税金資産 699,903 721,460

その他 362,526 529,874

貸倒引当金 △111,555 △102,193

流動資産合計 24,804,857 22,812,466

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 13,082,566 13,953,259

減価償却累計額 △9,441,072 △9,760,545

建物及び構築物（純額） 3,641,494 4,192,714

機械装置及び運搬具 21,827,240 21,795,236

減価償却累計額 △19,782,825 △19,549,973

機械装置及び運搬具（純額） 2,044,415 2,245,263

工具、器具及び備品 2,747,714 2,706,452

減価償却累計額 △2,524,019 △2,451,503

工具、器具及び備品（純額） 223,695 254,949

土地 10,877,758 11,745,122

リース資産 514,987 53,928

減価償却累計額 △57,350 △21,020

リース資産（純額） 457,637 32,908

建設仮勘定 100,217 367,634

有形固定資産合計 17,345,216 18,838,590

無形固定資産

のれん 8,551 14,098

その他 35,694 34,514

無形固定資産合計 44,245 48,612

投資その他の資産

投資有価証券 4,454,480 ※４
 4,386,597

長期貸付金 32,680 50,778

繰延税金資産 220,027 370,177

その他 2,188,452 924,432

貸倒引当金 △111,950 △110,642

投資その他の資産合計 6,783,689 5,621,342

固定資産合計 24,173,150 24,508,544

資産合計 48,978,007 47,321,010
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※５
 9,456,661

※５
 7,654,840

短期借入金 11,697,307 11,545,028

リース債務 71,036 9,947

未払法人税等 320,879 42,447

貸借取引担保金 － ※４
 1,541,829

賞与引当金 270,308 245,635

役員賞与引当金 20,206 11,610

設備関係支払手形 ※５
 83,221 358,488

繰延税金負債 832 832

その他 1,054,137 831,975

流動負債合計 22,974,587 22,242,631

固定負債

長期借入金 8,168,484 8,223,748

リース債務 395,055 29,077

繰延税金負債 55,315 54,214

再評価に係る繰延税金負債 1,716,609 1,716,609

退職給付引当金 3,990,486 3,972,975

役員退職慰労引当金 238,564 224,004

環境対策引当金 78,600 78,600

その他 241,290 265,055

固定負債合計 14,884,403 14,564,282

負債合計 37,858,990 36,806,913

純資産の部

株主資本

資本金 5,795,651 5,795,651

資本剰余金 944,696 944,696

利益剰余金 3,528,090 3,343,019

自己株式 △27,629 △26,876

株主資本合計 10,240,808 10,056,490

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △444,442 △827,760

土地再評価差額金 2,386,364 2,386,364

為替換算調整勘定 △1,067,495 △1,104,563

評価・換算差額等合計 874,427 454,041

少数株主持分 3,782 3,566

純資産合計 11,119,017 10,514,097

負債純資産合計 48,978,007 47,321,010
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 33,838,188 29,020,515

売上原価 27,111,807 22,983,306

売上総利益 6,726,381 6,037,209

販売費及び一般管理費 ※１
 5,857,772

※１
 5,154,066

営業利益 868,609 883,143

営業外収益

受取利息 15,693 10,870

受取配当金 77,717 72,239

受取賃貸料 145,410 141,837

為替差益 － 842

雑収入 119,238 122,645

営業外収益合計 358,058 348,433

営業外費用

支払利息 227,988 288,336

為替差損 44,839 －

雑損失 246,046 220,520

営業外費用合計 518,873 508,856

経常利益 707,794 722,720

特別利益

固定資産売却益 3,347 880

投資有価証券売却益 3,166 47,906

負ののれん発生益 － 16,386

特別利益合計 6,513 65,172

特別損失

固定資産処分損 12,723 6,675

固定資産売却損 410 483

投資有価証券評価損 79,834 82,963

工場閉鎖損失 － 19,000

その他 6,067 600

特別損失合計 99,034 109,721

税金等調整前四半期純利益 615,273 678,171

法人税等 332,875 323,286

少数株主損益調整前四半期純利益 － 354,885

少数株主利益又は少数株主損失（△） △3,345 181

四半期純利益 285,743 354,704
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 11,203,663 10,127,244

売上原価 9,011,844 7,968,155

売上総利益 2,191,819 2,159,089

販売費及び一般管理費 ※１
 1,977,646

※１
 1,741,294

営業利益 214,173 417,795

営業外収益

受取利息 4,711 2,504

受取配当金 27,292 26,014

受取賃貸料 48,729 45,499

雑収入 41,258 27,466

営業外収益合計 121,990 101,483

営業外費用

支払利息 81,635 93,969

為替差損 1,736 5,115

雑損失 97,613 67,687

営業外費用合計 180,984 166,771

経常利益 155,179 352,507

特別利益

固定資産売却益 878 62

特別利益合計 878 62

特別損失

固定資産処分損 7,052 4,407

固定資産売却損 410 483

投資有価証券評価損 9,045 82,963

工場閉鎖損失 － 2,000

その他 － 600

特別損失合計 16,507 90,453

税金等調整前四半期純利益 139,550 262,116

法人税等 69,989 135,659

少数株主損益調整前四半期純利益 － 126,457

少数株主利益又は少数株主損失（△） △614 △306

四半期純利益 70,175 126,763
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 615,273 678,171

減価償却費 799,748 804,052

その他の償却額 2,534 2,120

のれん償却額 5,492 5,547

賞与引当金の増減額（△は減少） 323,081 22,904

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △22,251 8,596

退職給付引当金の増減額（△は減少） 39,933 12,657

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △8,483 14,560

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4,789 6,051

受取利息及び受取配当金 △93,410 △83,109

支払利息 227,988 288,336

為替差損益（△は益） 6,326 △744

持分法による投資損益（△は益） △6,156 △3,656

投資有価証券売却損益（△は益） △3,166 △47,906

投資有価証券評価損益（△は益） 79,834 82,963

有形固定資産売却損益（△は益） △2,937 △397

有形固定資産処分損益（△は益） 12,723 6,675

負ののれん発生益 － △16,386

工場閉鎖損失 － 19,000

売上債権の増減額（△は増加） △2,300,957 △853,735

たな卸資産の増減額（△は増加） △420,608 575,153

仕入債務の増減額（△は減少） 1,615,265 1,670,586

未払消費税等の増減額（△は減少） △35,210 27,255

その他 △422,423 19,183

小計 417,385 3,237,876

利息及び配当金の受取額 103,554 90,634

利息の支払額 △250,132 △280,002

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △567,006 180,944

営業活動によるキャッシュ・フロー △296,199 3,229,452
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △332,400 △403,400

定期預金の払戻による収入 50,500 419,400

有形固定資産の取得による支出 △603,408 △663,329

有形固定資産の売却による収入 8,680 4,718

無形固定資産の取得による支出 △4,730 △579

投資有価証券の取得による支出 △260,186 △71,246

投資有価証券の売却による収入 6,925 550,365

子会社株式の取得による支出 △10,396 －

貸付金の回収による収入 5,899 18,098

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

－ 12,781

その他 △31,455 △5,032

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,170,571 △138,224

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 3,134,674 △507,197

長期借入れによる収入 3,325,000 3,330,000

長期借入金の返済による支出 △2,082,941 △2,827,986

社債の償還による支出 △125,000 －

リース債務の返済による支出 － △34,908

セール・アンド・リースバックによる収入 － 284,224

自己株式の取得による支出 △2,537 △753

配当金の支払額 △254,534 △169,633

貸借取引契約による支出 △911,088 △1,541,829

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,083,574 △1,468,082

現金及び現金同等物に係る換算差額 △93,876 9,596

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,522,928 1,632,742

現金及び現金同等物の期首残高 2,266,330 1,998,086

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 3,789,258

※１
 3,630,828
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

１　会計処理基準に関する事項の変更 (1) 企業結合に関する会計基準等の適用

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成20

年12月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基

準第22号　平成20年12月26日）、「『研究開発費等に係る会計基

準』の一部改正」（企業会計基準第23号　平成20年12月26日）、

「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成20

年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16

号　平成20年12月26日公表分）及び「企業結合会計基準及び事業

分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10

号　平成20年12月26日）が平成21年４月１日以降開始する連結会

計年度において最初に実施される企業結合及び事業分離等から適

用することができるようになったことに伴い、第１四半期連結会

計期間からこれらの会計基準等を適用しております。

　

【表示方法の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）が平成21年４月１日以後開始する連結会計年度

の期首から適用することができるようになったことに伴い、当第３四半期連結累計期間では、新たに「少数株主損

益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）が平成21年４月１日以後開始する連結会計年度

の期首から適用することができるようになったことに伴い、当第３四半期連結会計期間では、新たに「少数株主損

益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

【簡便な会計処理】

　

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法 当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に

算定したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度

末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

２　棚卸資産の評価方法 当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸

を省略し、第２四半期連結会計期間末の実地棚卸高を基礎として合理

的な方法により算定する方法によっております。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなも

のについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっ

ております。

３　固定資産の減価償却費の算定方法 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償

却費の額を期間按分して算定する方法によっております。

４　繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以

降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認

められるので、前連結会計年度において使用した将来業績予測やタッ

クス・プランニングを利用する方法によっております。
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【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

１　税金費用の計算 当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を

乗じて計算する方法を採用しております。 

　なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末 

(平成21年12月31日)
前連結会計年度末 
(平成21年３月31日)

――――― 　１　保証債務

　　　銀行借入に対する保証債務
　 ㈱京都環境保全公社　(注) 52,000千円

　 (注)　提出会社ほか６社の連帯保証債務額

　　　364,000千円のうちの提出会社負担額であり

ます。

　２　手形割引高及び裏書譲渡高

受取手形裏書譲渡高 6,023千円

受取手形割引高 200,000千円

　２　手形割引高及び裏書譲渡高

受取手形裏書譲渡高 7,012千円

受取手形割引高 302,288千円

　３　債権流動化による手形譲渡高

　 100,000千円

―――――

 
――――― ※４　「投資有価証券」には消費貸借契約により貸し付

けている有価証券2,087,771千円が含まれており

ます。

なお、当該取引による預り金は流動負債の貸借取

引担保金として表示しております。

※５　四半期連結会計期間末日満期手形の処理

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

いては、手形交換日をもって決済処理をしており

ます。なお、当第３四半期連結会計期間末日におい

て当社及び連結子会社の決算日は金融機関の休日

であったため、次の四半期連結会計期末日満期手

形が、四半期連結会計期間末残高に含まれており

ます。

受取手形 622,553千円

支払手形 843,670千円

設備関係支払手形 2,039千円

※５　連結会計年度末日満期手形の処理

連結会計年度末日満期手形の会計処理について

は、手形交換日をもって決済処理をしております。

なお、当連結会計年度においては、連結子会社の決

算日は金融機関の休日であったため、次の期末日

満期手形が連結会計年度末残高に含まれておりま

す。

受取手形 19,633千円

支払手形 188,538千円
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(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　
前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額

は下記のとおりであります。

１．賞与引当金繰入額 325,334千円

２．役員賞与引当金繰入額 38,299

３．退職給付費用 101,217

４．役員退職慰労引当金繰入額 42,958

５．貸倒引当金繰入額 6,590

６．減価償却費 50,624

７．発送配達費 1,205,571

８．給料・手当 1,626,516

９．研究開発費 212,695

10．賃借料 367,803

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額

は下記のとおりであります。

１．賞与引当金繰入額 95,454千円

２．役員賞与引当金繰入額 20,206

３．退職給付費用 106,869

４．役員退職慰労引当金繰入額 49,566

５．貸倒引当金繰入額 6,204

６．減価償却費 77,026

７．発送配達費 1,022,777

８．給料・手当 1,664,832

９．研究開発費 205,431

10．賃借料 336,331

　

第３四半期連結会計期間

　
前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額

は下記のとおりであります。

１．賞与引当金繰入額 325,334千円

２．役員賞与引当金繰入額 38,299

３．退職給付費用 33,751

４．役員退職慰労引当金繰入額 15,244

５．貸倒引当金繰入額 1,728

６．減価償却費 16,607

７．発送配達費 409,167

８．給料・手当 510,146

９．研究開発費 78,863

10．賃借料 124,382

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額

は下記のとおりであります。

１．賞与引当金繰入額 95,454千円

２．役員賞与引当金繰入額 12,058

３．退職給付費用 29,234

４．役員退職慰労引当金繰入額 14,930

５．貸倒引当金繰入額 3,895

６．減価償却費 26,050

７．発送配達費 364,305

８．給料・手当 613,152

９．研究開発費 67,975

10．賃借料 110,387

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 4,121,658千円

預入期間が３か月超の定期預金 △332,400千円

現金及び現金同等物 3,789,258千円

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 4,027,428千円

預入期間が３か月超の定期預金 △396,600千円

現金及び現金同等物 3,630,828千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成21年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日

 至  平成21年12月31日)

１  発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 42,523,735

　

２  自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 120,978

　

３  新株予約権等に関する事項

　　　　該当事項はありません。 

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月26日
定時株主総会

普通株式 169,633 4.00平成21年３月31日 平成21年６月29日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

　

　
出版・情報
関連
(千円)

生活・工業
用途関連
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する売上高 5,339,8205,863,84311,203,663 ― 11,203,663

　(2) セグメント間の内部売上高
　　　又は振替高

51,612 130,987182,599(182,599) ―

計 5,391,4325,994,83011,386,262(182,599)11,203,663

　　営業利益 214,510185,028399,538(185,365)214,173

　

当第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

　

　
出版・情報
関連
(千円)

生活・工業
用途関連
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する売上高 4,749,3665,377,87810,127,244 ― 10,127,244

　(2) セグメント間の内部売上高
　　　又は振替高

50,454 120,645171,099(171,099) ―

計 4,799,8205,498,52310,298,343(171,099)10,127,244

　　営業利益 339,697342,344682,041(264,246)417,795

　

(注）１．事業区分の方法

事業区分の方法は、市場別に、「出版・情報関連」、「生活・工業用途関連」事業としてセグメントしており

ます。

２．各事業区分の主要製品

事業区分 売上区分 主要取扱商品

出版・情報関連

出版・文具紙製品
書籍装幀用クロス、印刷・ビジネス用各種クロス、文具紙
工品、パッケージ用化粧クロス

情報関連
銀行通帳用クロス、コンピューターリボン、フィルムコー
ティング品、名刺プリンター、表示ラベル用素材、磁気関
連製品、有機EL用水分除去シート

その他 容器密封用アルミ箔、複合フィルム

生活・工業用途関連

インテリア・住宅関連 カーペット、壁装材、天井材、ブラインド

車両工業用途
自動車内装用不織布・カーペット、産業用ターポリン、テ
ント地、雨衣、産業用不織布、フィルター

衣料用途 接着芯地、不織布

ファンシー商品他
キャラクター商品、縫製加工・成型加工・ウェルダー加
工等の各種加工品、耐久性折目加工材、ノウハウの販売、
パップ剤用フィルム加工、食品鮮度保持剤

運送、製造・加工他 商品等運送業、製品製造・加工
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前第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　

　
出版・情報
関連
(千円)

生活・工業
用途関連
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する売上高 16,720,13417,118,05433,838,188 ― 33,838,188

　(2) セグメント間の内部売上高
　　　又は振替高

182,657389,663572,320(572,320) ―

計 16,902,79117,507,71734,410,508(572,320)33,838,188

　　営業利益 862,787536,3891,399,176(530,567)868,609

　

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

　

　
出版・情報
関連
(千円)

生活・工業
用途関連
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する売上高 14,099,40114,921,11429,020,515 ― 29,020,515

　(2) セグメント間の内部売上高
　　　又は振替高

143,363331,664475,027(475,027) ―

計 14,242,76415,252,77829,495,542(475,027)29,020,515

　　営業利益 874,959782,3321,657,291(774,148)883,143

　

(注）１．事業区分の方法

事業区分の方法は、市場別に、「出版・情報関連」、「生活・工業用途関連」事業としてセグメントしており

ます。

２．各事業区分の主要製品

事業区分 売上区分 主要取扱商品

出版・情報関連

出版・文具紙製品
書籍装幀用クロス、印刷・ビジネス用各種クロス、文具紙
工品、パッケージ用化粧クロス

情報関連
銀行通帳用クロス、コンピューターリボン、フィルムコー
ティング品、名刺プリンター、表示ラベル用素材、磁気関
連製品、有機EL用水分除去シート

その他 容器密封用アルミ箔、複合フィルム

生活・工業用途関連

インテリア・住宅関連 カーペット、壁装材、天井材、ブラインド

車両工業用途
自動車内装用不織布・カーペット、産業用ターポリン、テ
ント地、雨衣、産業用不織布、フィルター

衣料用途 接着芯地、不織布

ファンシー商品他
キャラクター商品、縫製加工・成型加工・ウェルダー加
工等の各種加工品、耐久性折目加工材、ノウハウの販売、
パップ剤用フィルム加工、食品鮮度保持剤

運送、製造・加工他 商品等運送業、製品製造・加工
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

　

　
日本
(千円)

その他の地域
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する売上高 9,168,6002,035,06311,203,663 ― 11,203,663

　(2) セグメント間の内部売上高
　　　又は振替高

501,288477,993979,281(979,281) ―

計 9,669,8882,513,05612,182,944(979,281)11,203,663

　　営業利益又は営業損失（△) 371,633△18,833 352,800(138,627)214,173

　

当第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

　

　
日本
(千円)

その他の地域
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する売上高 8,504,0881,623,15610,127,244 ― 10,127,244

　(2) セグメント間の内部売上高
　　　又は振替高

548,476373,649922,125(922,125) ―

計 9,052,5641,996,80511,049,369(922,125)10,127,244

　　営業利益 615,640 65,072 680,712(262,917)417,795

(注）１．本邦以外の国又は地域の区分は地理的近接度によっております。

ただし、各区分に属する売上高の金額は、全セグメントの売上高の合計の10％未満のため、「その他の地域」

として一括して記載しております。

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　その他の地域　北米・・・・・・・・アメリカ

　　　　　　　　ヨーロッパ・・・・・イギリス

　　　　　　　　中国・・・・・・・・中国

　　　　　　　　東南アジア・・・・・香港・台湾・シンガポール
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前第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　

　
日本
(千円)

その他の地域
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する売上高 27,817,2576,020,93133,838,188 ― 33,838,188

　(2) セグメント間の内部売上高
　　　又は振替高

1,710,2461,313,7723,024,018(3,024,018)―

計 29,527,5037,334,70336,862,206(3,024,018)33,838,188

　　営業利益 1,311,23145,5041,356,735(488,126)868,609

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

　

　
日本
(千円)

その他の地域
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する売上高 24,377,6044,642,91129,020,515 ― 29,020,515

　(2) セグメント間の内部売上高
　　　又は振替高

1,448,7761,064,6742,513,450(2,513,450)―

計 25,826,3805,707,58531,533,965(2,513,450)29,020,515

　　営業利益 1,598,70079,2321,677,932(794,789)883,143

(注）１．本邦以外の国又は地域の区分は地理的近接度によっております。

ただし、各区分に属する売上高の金額は、全セグメントの売上高の合計の10％未満のため、「その他の地域」

として一括して記載しております。

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　その他の地域　北米・・・・・・・・アメリカ

　　　　　　　　ヨーロッパ・・・・・イギリス

　　　　　　　　中国・・・・・・・・中国

　　　　　　　　東南アジア・・・・・香港・台湾・シンガポール
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

　

　 東南アジア その他地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 813,006 1,424,220 2,237,226

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― 11,203,663

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合(％) 7.3 12.7 20.0

　

当第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

　

　 東南アジア その他地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 601,800 1,219,019 1,820,819

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― 10,127,244

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合(％) 6.0 12.0 18.0

(注）１．本邦以外の国又は地域の区分は地理的近接度によっております。

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　東南アジア・・・・・香港・台湾・シンガポール

　その他の地域・・・・アメリカ・イギリス・中国

３．海外売上高は当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

前第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　

　 東南アジア その他地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 2,146,717 4,478,750 6,625,467

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― 33,838,188

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合(％) 6.4 13.2 19.6

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

　

　 東南アジア その他地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 1,726,914 3,472,040 5,198,954

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― 29,020,515

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合(％) 5.9 12.0 17.9

(注）１．本邦以外の国又は地域の区分は地理的近接度によっております。

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　東南アジア・・・・・香港・台湾・シンガポール

　その他の地域・・・・アメリカ・イギリス・中国

３．海外売上高は当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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(有価証券関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成21年12月31日)

１　その他有価証券で時価のあるもの

区分 取得原価(千円)
四半期連結貸借対照表
計上額(千円)

差額(千円)

株式 4,662,504 4,108,258 △554,246

(注)　減損処理にあたっては、期間末における時価が取得原価に比べ50％以上下落した場合には全て減損処理を行い、

30％～50％程度下落した場合には、回復可能性等を考慮して必要と認められた額について減損処理を行っており

ます。 

なお、当第３四半期連結会計期間において82,963千円減損処理を行っております。

　

(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 262.13円
　

　 　

　 247.84円
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期
連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 11,119,017 10,514,097

普通株式に係る純資産額(千円) 11,115,235 10,510,531

差額の主な内訳(千円) 　 　

  少数株主持分 3,782 3,566

普通株式の発行済株式数(千株) 42,524 42,524

普通株式の自己株式数(千株) 121 115

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(千株) 42,403 42,409

　

２  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 6.74円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

１株当たり四半期純利益金額 8.36円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 285,743 354,704

普通株式に係る四半期純利益(千円) 285,743 354,704

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 42,415 42,405
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第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自  平成20年10月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 1.65円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

１株当たり四半期純利益金額 2.99円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成20年10月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 70,175 126,763

普通株式に係る四半期純利益(千円) 70,175 126,763

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 42,411 42,404

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月13日

ダイニック株式会社

取締役会　御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　岡　　田　　在　　喜　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　西　　尾　　方　　宏　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　駿　　河　　一　　郎　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているダイ

ニック株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成

20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ダイニック株式会社及び連結子会社の平成20

年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の

経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年２月10日

ダイニック株式会社

取締役会　御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　西　　尾　　方　　宏　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　駿　　河　　一　　郎　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているダイ

ニック株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成

21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ダイニック株式会社及び連結子会社の平成21

年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の

経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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